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放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）

公表： 2024年 3月 1 日 事業所名 えがお浪速区店

はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点を踏まえたチェック項目 改善内容又は改善目標

ボール遊び等、ス
ペースが狭く後ろ
の子どもに当たる
時がある。

室内に仕切るものがないため、カーテン等で仕利用定員が指導訓練室等スペースとの関 7 1 フロアを区切って1 係で適切である 遊ぶ内容によって 切る工夫を行う予定。
分けている。

環 活動や状況に合わ
せ部屋を分ける等境
行っている。． 

体 基準人数は確保で
制 きている。個別支
整

職員の配置数は適切である 7 1 援に充足するため 都度、人員の補充を行っている。備 2 の職員数は不足し
ているように感じ
る。

可視化や器具の整 できうる限りのバリアフリー化を行っている。今後事業所の設備等について、バリアフリー化 5 理が必要。 も使いやすい、わかりやすいように設備を整え3 3 段差をなくしスローの配慮が適切になされている
プにしている。 る。

業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
4 振り返りの時間を 日々の業務のスケジュール管理等を行い、 PDC4 標設定と振り返り）に、広く職員が参画して 4 作る工夫が必要。 Aサイクルがしやすい環境つくりを行う。I 

いる

保護者等向け評価表を活用する等によりア 昨年より実施して
アンケート実施後の意見を基に業務改善を行I いる。5 ンケート調査を実施して保護者等の意向等 7 1 アンケート実施後 つ-。

業
を把握し、業務改善につなげている の改善が必要。

務
この自己評価の結果を、事業所の会報や 昨年度も公開し今

昨年同様、 HPで公表する。改 6 7 1 年度も予定していホームページ等で公開している る。

7 第三者による外部評価を行い、評価結果を 4 4 第三者による評価は実施していない。業務改善につなげている

職員の資質の向上を行うために、研修の機 定期的な社内研修 必須の研修とともにスキルアップのための研修
8 6 2 の開催を行ってい を積極的に行う。会を確保している る。

児童発達支援管理
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者 責任者を中心に職 毎週決められた曜日にカンファレンスを行ってい

， のニーズや課題を客観的に分析した上で、 8 員間で情報共有を る。今後も引き続き行う。放課後等デイサービス計画を作成している 行い作成してい
る。

子どもの適応行動の状況を把握するため アセスメントシートが使いやすいようにするため、10 に、標準化されたアセスメントツールを使用 6 2 今後も改善していく。している

活動プログラムの立案をチームで行ってい
8 

職員全員で立案 引き続きチームでプログラムを立てる。11 る し、実施している。

季節行事等を必ず
様々な情報を取り入れ、飽きのないような支援活動プログラムが固定化しないよう工夫して

8 
取り入れ、色々な12 いる 経験ができるよう 内容を立案していく。
に工夫している。

子どもたちの現状
13 平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ 7 1 に応じて、平日、休 イベント等も考えて支援を実施している。細やかに設定して支援している 日、長期休暇の課

適 題を決めている。








